
A2→1/-図面ﾘｽﾄ

図面番号

E－001

E－002 特記仕様書-2

特記仕様書-1

図　面　リ　ス　ト

E－003

E－004

E－005

E－006

E－007

E－008

E－009

E－010

E－011

E－012

E－013

E－014

E－015

新館棟、遊戯棟解体　配置図

遊戯棟解体　電灯・コンセント設備　1階平面図

A－031

A－032

A－033

A－034

A－035

A－036

A－037

A－038

A－039

A－040

A－041

A－042

A－043

A－044

A－045

A－046

A－047

図面番号

A－001

A－002

図面番号

A－003

A－004

A－005

A－006

A－007

A－008

A－009

A－010

A－011

A－012

A－013

A－014

A－015

A－016

A－017

A－018

A－019

A－020

A－021

A－022

A－023

A－024

A－025

A－026

A－027

A－028

A－029

A－030

図面番号

M－001

M－002

特記仕様書

M－003

M－004

M－005

M－006

M－007

M－008

M－009

図　面　名　称 図　面　名　称 図　面　名　称 図　面　名　称

意　匠　図 電気設備図 機械設備図

遊戯棟解体　電灯・コンセント設備　2階平面図

遊戯棟解体　弱電・自動火災報知設備　1階平面図

遊戯棟解体　弱電・自動火災報知設備　2階平面図

新館棟解体　特記仕様書

新館棟解体　配・分電盤結線図、取付図

新館棟解体　照明器具姿図

新館棟解体　幹線・動力設備　平面図

新館棟解体　電灯設備　平面図

新館棟解体　コンセント設備　平面図

新館棟解体　弱電設備　平面図

新館棟解体　自動火災報知設備系統図、凡例

屋外配管図

新館棟解体　1階便所廻り平面詳細図（衛生）

新館棟解体　1階平面詳細図（衛生・ガス）

遊戯棟解体　1階平面図（衛生）

遊戯棟解体　1・2階平面図（衛生・換気）

遊戯棟解体　2階平面図（換気）

新館棟解体　1・2階平面図（換気）

新館棟解体　1・2階平面図（空調）

E－016 新館棟解体　防災照明、自動火災報知設備　平面図

E－017

－

解体工事特記仕様書

アスベスト対策工事仕様書

付近見取図

配置図・工事概要

遊戯棟　仕上表

遊戯棟　1階平面図

遊戯棟　1階上部平面図

遊戯棟　屋根伏図

遊戯棟　立面図・断面図

遊戯棟　断面詳細図

遊戯棟　平面詳細図

遊戯棟　下屋断面詳細図

遊戯棟　天井伏図

遊戯棟　建具表(1)

遊戯棟　建具表(2)

遊戯棟　床伏図

遊戯棟　基礎伏図

遊戯棟　基礎詳細図

遊戯棟　鉄骨軸組図

遊戯棟　鉄骨中間・側面詳細図

遊戯棟　鉄骨妻面詳細図

遊戯棟　下屋鉄骨詳細図

新館棟　仕上表

新館棟　平面図

新館棟　立面図

新館棟　断面図

新館棟　断面詳細図(1)

新館棟　断面詳細図(2)

新館棟　便所詳細図

新館棟　天井伏図

新館棟　建具表

新館棟　基礎伏図・基礎詳細図

新館棟　床伏図・小屋伏図

新館棟　軸組図

現況外構平面図

撤去外構詳細図(1)

撤去外構詳細図(2)

撤去外構詳細図(3)

撤去外構詳細図(4)

撤去外構詳細図(5)

撤去外構詳細図(6)

撤去外構詳細図(7)

改修後外構平面図

改修後外構詳細図

仮設計画図(1)

仮設計画図(2)

仮設計画図(3) 本館棟撤去、改修　平面図

M－010 新館棟解体　矩計図（参考）

M－011 青少年センター解体　1階平面図(空調)

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計

善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事

　　　　　（受善青７－１）



A2→1/-解体工事特記仕様書

工　事　の　概　要

□　共　通　事　項

1　施工基準 本工事は、契約書及び①質疑回答書　②現場説明書　③特記仕様書　④設計図　⑤建築物解体工事共通仕様

書他各改修工事標準仕様書(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版)により施工する。

2　監理基準 本工事は建築改修工事監理指針及び建築・機械設備・電気設備・各工事監理指針（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修令和4年版）により監理する。

契約書及び設計図書に定められた提出書類等を監督職員の指示により定められた期日までに提出する。

受注者は、下請契約を締結する場合には、下請金額に関わらず、施工体制台帳を提出する。

また、施工体系図においては、すべての下請負人及び警備業者を記載する。

なお、施工体制台帳には監督職員が指示する書類を添付して提出する。

3  提出書類等

工事名称

工事場所

工事期間 入札通知書による。

建築面積／延床面積

規模構造

工　事　範　囲

受注者は建設業退職金共済制度（建退共）に加入の上、掛金収納書を提出する。工事現場には「建

設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識」を掲示し、工事完成時には「建退共運営実績報告書」、

「労働者の就労日報」及び「共済証紙受払簿」を提出する。また、下請負人に対しても同共済制度

加入を奨励する。

4　建設業退職金共済制度

5　工事実績情報 受注者は受注時、変更時及び完成時の各時点において、あらかじめ登録内容について監督職員の確認

を受けた上で、それぞれ１０日以内に（一財）日本建築情報総合センターへ工事実績情報サービス入

力システム（ＣＯＲＩＮＳ）の登録申請を行う。

また、登録後、直ちに登録されたことを証明する資料を監督職員に提出する（作成、登録等に伴う

費用は受注者の負担とする）。

受注者は、工事目的物・工事材料等を建設工事保険等（第三者保険を含み、火災による損害が見込

なお、その保険の加入期間は、工事着工の時から、工事完成期日後１４日迄とする。

まれる場合は火災保険を含む）に付し、その保険証書の写し又はこれに代わるものを提出する。

6　 建設工事保険等

7　労災補償に必要な

 　法定外の保険契約について

受注者は、「公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する法律」（令和元年法律第35号）

に基づき、公共工事等に従事する者の業務上の負傷等に対する補償に必要な金額を担保するための保険

（法定外労災）に付する。

なお、着工前・完成写真は、着工前・完成を一対（左右または前後）として整理すること。

工事写真撮影ガイドブック（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和５年版）を参考に、着工前

着工前・工事中と共に工事用アルバムに整理の上１部提出する（データ共）。

工事中の各段階の工程の内容が充分把握できるよう撮影する。工事完成時には、完成写真を撮影し、

8  工事写真

受注者は、京都府税務調査員による燃料検査に協力しなければならない。

受注者は建設機械等の燃料としての軽油はJIS規格軽油以外のものを使用してはならない。9　不正軽油使用防止の徹底

また、下請負人等に対しても不正軽油使用防止の指導・監視を徹底する。

・軽微な変更については、請負金額の増減は行わない。

・工事現場には仮囲いを行い、同現場の安全に十分配慮する。

　監督職員に報告の上、受注者の責任において原状復旧する。

特に、工事車両の出入り及び時間等について

　は、当該施設運営管理者等と十分打合せを行い、交通安全管理に配慮する。

・騒音、臭気等が発生する工事については、作業時間・日時について当該施設運営管理者と協議し、施設の

　運営管理等に支障をきたさぬよう配慮する。

・既存部分については、受注者において汚染、損傷の無いよう十分な養生を行う。万一損傷が生じた場合は

・本工事は市の行う完成検査に合格し、工事目的物引渡書の提出をもって完了とする。

・使用機器については、環境負荷の軽減に努めるものとし、排出ガス対策型機器、低騒音型機器、低振動型

　ログ等資料を提出し、承認を受ける。

・使用材料は、設計図書に記載されたもの又は同等品とする。同等品とする場合は、事前に監督職員にカタ

・工事完成時には、社内検査を実施する。

　機器、低燃費型機器の使用を促進する。また、電動工具類は、整備された工具を使用し安全性に責任を持

　ち管理する。

なお、設計図書間に相違がある場合は優先順位は上記記載の順とする。

　した施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げ、所定の様式により

　監督職員に提出する。

・公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めに従って各下請負人の施工の分担関係を表示

　を下請、受託させてはならない。

・受注者は宇治市が指名停止措置を行っている第三者に対して宇治市の契約についての全て、若しくは一部

・交通誘導警備員は、現場説明書による。

人への指導を徹底する。

受注者は本工事における材料等の搬出入に伴う工事車両の過積載防止について、十分注意を払うと共に下請負

工事の施工に必要な官公庁その他への手続きは受注者の責任において速やかに行うものとする。

なお、これに要する費用は受注者の負担とする。

について

・受注者は、主任技術者または監理技術者及び現場代理人について、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係

  にある者から選任し、配置しなければならない。

14  技術者及び現場代理人

・受注者は工事完了時に、工事敷地内及び車両通行部分は、必要に応じ砂を搬入し、整地を行う。既設コン

  クリート舗装、アスファルト舗装等の損傷箇所については、現場説明書による。

・建設発生土を搬出する場合は「残土処理計画書（報告書）」を提出する。同計画書には処理場所の位置図

　及び経路図、受入承諾書を添付する。同報告書には処分したことが判明する資料（受入証明書）及び写真

　等を添付する。

・その他の建設発生土の取り扱いについては、現場説明書による。

10　一般事項

11　その他

12　過積載防止について

13　官公庁その他への手続き

15  工事完了時の整地

16　建設発生土の処分

16　解体等工事の事前調査

　また、第18条の15第3項・第4項に基づき、事前調査結果の記録を作成し、保存しなければならない。

　調査方法は、分析による調査、目視、設計図書等による。

・受注者は、改正大気汚染防止法第18条の15第5項に基づき、事前調査結果を公衆の見やすい場所に掲示する。

　て、特定建築材料の使用の有無について調査し、その結果を発注者に説明する。

・受注者は、改正大気汚染防止法第18条の15第1項・第4項に基づき、改修工事対象となる全ての部材につい

当該施設に電気主任技術者が専任されている場合はその指示を仰ぐ。

工事用電力設備の保安責任者を定め報告する。

□　仮　設　工　事

1　工事電力・工事用水 現場説明書による。

2　工事用電力設備の

 　保安責任者

3　設置・維持管理 現場説明書による。

防止に努める。

持込電動機器は整備された機器以外は持込させてはならない。また、仮設分電盤内に漏電遮断器を取り付け事故の

施工範囲・資材置場等に対しての侵入防止策を講じる。（フェンスバリケード（シート貼り共）等）

詳細については仮設計画図による。

4　仮囲い

足場等は、労働安全衛生法・建築基準法・建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令に従い適切な材料および構

造のものとし、適切な保守管理を行う。高所作業車使用時含む。また、仮設計画を作成し監督職員と協議を行う。

近接する他の部材や工作物の部分を損傷しないようにメッシュシート又は工事用シート等で養生を行う。外部足場に

ついては、手摺先行型枠組本足場（Ｗ＝600以上）とする。足場の設置に関しては、「手すり先行工法に関するガイ

ドライン（厚生労働省　平成１５年４月制定・平成２１年６月１日改正）」に基づく働きやすい安心感のある足場と

し、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とするか、または改善措置

機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保する。また、外部足場には昇降足場を設置する。

 　について

受注者は、労働安全衛生法施行令、労働安全衛生規則等の改正（平成31年2月）に伴い、高所作業を行う場合には、

「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」に基づき、墜落、転落による労働災害の防止に努める。

□　解　体　撤　去　工　事

1　確　　認

2　解体作業

騒音・粉塵等の対策として、防音シートなどにより養生する。なお、シート類は防炎処理されたものとする。

ブレーカー、穿孔機、破砕機、圧砕機等による粉塵発生部に散水を行い、粉塵等の飛散を防止する。

解体除去物及び範囲については、事前に監督職員の立会いの上、確認する。

着工前に建物の構造、規模を十分調査し、危険の無いよう実施する。

画を立て、低振動低騒音工法(油圧によるかみ砕き工法等)とし、作業中は十分散水を行う。

作業は騒音、振動、防塵等の防止計

3　地中埋設物 地中埋設物(基礎、杭、土間、捨てコンクリート、砕石、各設備配管)についても全て撤去する。

　　　工事に伴う撤去材

4　発生材処分 ・　撤去材・発生材は、場外搬出し関係法令を遵守し処理するものとし、「廃棄物処理計画書（報告書）」

　　を適時提出する。同計画書には、当該廃棄物の処分業の許可証の写し、受注者と処分業者の契約書の写し

　　に加えて、処分地の位置図及び経路図を添付する。また廃棄物を委託して運搬する場合は、該当する収集

　　運搬業の許可証（搬出地と搬入地）の写しと受注者と運搬業者との契約書の写しを添付する。同報告書には

　　処分したことが判明する資料として、運搬管理表(又はマニフェストの写し)及び写真等を添付する。

・　本工事の施工により発生するアスファルト塊、コンクリート塊及び木材は再資源化施設に搬出する。

・　その他の建築副産物の取扱いについては、現場説明書による。

・　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」による産業廃棄物の収集運搬車に係る表示及び書面添え付けを行う。

・　工事完了時に産業廃棄物の収集運搬車両への表示状況が確認できる写真を提出する。

「京都府産業廃棄物税条例」に基づき導入される産業廃棄物税(以下「産廃税」という)は京都府内の最終

また、中間処理施設に搬入される産業廃棄物においても、リサイクル後の処理残滓等が最終処分施設に搬

処分施設に搬入される産業廃棄物について課税されるものである。

入される場合は、最終処分場に搬入される量に対して課税される。

なお、本工事においても、産廃税相当額を見込んでいる。(産廃税も本工事に含む)

5　産業廃棄物税

□　土　工　事 解体除却後は埋戻しを行う。

□　外　構　工　事 図示による。

5　内外足場・養生等

6　墜落制止用器具の使用

7　電気・機械設備工事 工事着工に際し、事前に必要な機器（照明機器・放送設備・空調機器・受信設備等）器具の機能確認を行い、その結

果を書面にて監督職員に報告する。

□　完　成　図　書 完成に際しては以下の図書を提出する。

名称

完成図（背張り製本）

完成図書

諸官庁提出書類

完成図データ

内容

特記仕様書・完成図・施工図

機器完成図・機器保証書・取扱説明書・各種試験成績書・諸官庁提出書類（写）

副本

CADデータ（ファイル形式は任意とするが、JWW形式で出力したものを添付する）、PDF

サイズ

Ａ４版

ＣＤ－Ｒ

部数

２部

一式

Ａ３版 １部

２部

 （受善青７-１）善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事

遊戯棟　　　　　鉄骨造平屋建て

新館棟　　　　　鉄骨造２階建て

渡り廊下棟　　　鉄骨造平屋建て

・遊戯棟解体工事   　　　　　　　　　 一式

・新館棟解体工事 　　　               一式

・渡り廊下棟解体工事　　　　　　　　　一式

・本館棟及び外構改修工事              一式

・その他工作物解体工事           　   一式

・上記に伴う撤去、処分 　　           一式

遊戯棟　　　　　４０２．６６㎡　/　４０２．６６㎡

渡り廊下棟　　　　２８．７４㎡　/　　２８．７４㎡

新館棟　　　　　１３９．９８㎡　/　２６５．２０㎡

A-001

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計

宇治市宇治善法110番地の1ほか



A2→1/-アスベスト対策工事仕様書

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

1 適用範囲 アスベストを重量で0.1%を超えて含有する、アスベスト含有建材の除去工事に 9 アスベスト含有 除去を行う範囲 10 アスベスト含有 除去を行う範囲5 仕上げ工事 アスベスト含有建材除去後の仕上げ工事

(9.1.1)適用する。   保温材等の除去 　※ 図示による(9.1.1)　※図示による　　○ 　 

(9.1.4)　○ (9.1.5)　○

6 石綿作業主任者 石綿作業主任者は、石綿作業主任者技能講習修了者または平成18年3月以前の

除去の方法 除去の方法(9.1.2)特定化学物質等作業主任者の有資格者とし、証明書の写しに工事経歴書を添付

  ※ 原形のまま手ばらし 　※ 湿潤化したのちに手ばらしして監督職員に提出する。

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

工

事

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

工

事

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

工

事

  ○ 手ばらし以外（この場合は改修標仕9.1.3(a)による隔離とする）   ○ 湿潤剤等の噴霧、散水等により十分に湿潤化した状態で破砕

7 特別管理産業 特別管理産業廃棄物管理責任者の有資格者とし、証明書の写しに工事経歴書を   ○

  廃棄物管理責任者

(9.1.2) 除去を行うアスベスト含有保温材等の仕様

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

工

事

種　　　　　類 種　　　　　類

○石綿含有耐火被膜材              8 アスベスト含有 施工業者

○石綿含有けいそう土保温材　　　 ○石綿含有けい酸カルシウム板第二種  吹付け材の除去 　※ 工事に相応した技術を有することを証明する資料をあらかじめ提出する。

○石綿含有パーライト保温材       ○屋根用折版裏断熱材              (9.1.3)　○ 「吹付アスベスト粉じん飛散防止処理技術」について(一財)日本建築セ
○石綿含有けい酸カルシウム保温材      ンターの建設技術審査証明事業による建築物等の施工技術及び保全技術

○石綿含有水練り保温材           ○塩基性炭酸マグネシウム保温材                                     の審査証明を取得した工法の施工業者等。

除去を行う範囲 除去物の処理方法

　※ 図示による（下地調整剤に含有）   ※ 密封処理（二重袋梱包）

  ○ 全ての室      隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機、

     除じん機フィルタ等についても密封処理とする。

　○ セメント固化

除去工法 　○ 溶融固化

除去物等の保管

　※ 他の建設副産物等と分別して保管する。

  ※ 飛散防止措置を講ずる。

  ※ アスベスト等の保管場所であることの表示を行う。

除去物等の処分

　廃棄物及び清掃に関する法律（昭和45年法律137号）の規定を遵守して行う。

　○ 特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場における埋立処分

　○ 都道府県知事等から設置許可を受けた溶融施設における溶融または環境

　   大臣の認定を受けた無害化処理施設における無害化処理

  ※ 指定処分地（（株）京都環境保全公社　瑞穂環境保全センター　京都府

　   船井郡京丹波町猪鼻冠石2-1　TEL 0774-88-0431）

　   なお処分に関しては公社の受け入れ基準等を確認する。

　　○ 封じ込め工法　（　　　　　　　　　　）

　　○ 囲い込み工法　（　　　　　　　　　　）

　● アスベスト含有成形板除去工事

2 法令等の遵守 施工にあたっては、「大気汚染防止法（昭和43年法律97号）」「労働安全衛生

法（昭和47年法律57号）」「石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令21号)」

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律137号）」「建築基準法

（昭和25年法律201号）」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（

建設リサイクル法）（平成12年法律104号）」「京都府建築物の解体等に伴う

石綿の飛散防止に関する緊急措置条例（平成17年京都府条例45号）」等、石綿

除去に関する諸法令に基づき適正に作業を行う。諸法令の適用及び運用は、受

注者の負担と責任において行う。ただし、当該工事に関係のない事項は適用し

ない。

事前調査石綿含有

・施工計画に先立ち、改正大気汚染防止法第18条の17の規定により、特定工事建材の調査

　に該当するか否かの調査を行う。(1.5.1)
　調査結果について発注者に書面を交付して説明を行い、調査結果その他環境

　省令で定める事項を、公衆に見やすいように掲示し、その写しを工事の現場

　に備え置く。

　なお、特定工事に該当する場合は、「特定粉じん排出等作業実施届出書」の

　届出内容について発注者に書面を交付して説明を行う。

・施工計画に先立ち、石綿障害予防規則第3条の規定により、アスベスト含有

　建材の有無を調査する。

　調査結果を記録し、作業に従事する労働者が見やすいように掲示する。

　事前調査は、国土交通省に登録された機関が行う講習を修了した建築物石綿

　含有建材調査者、石綿作業主任者技能講習修了者、日本アスベスト調査診断

　協会に登録されたアスベスト診断士等が行い、資格証明書の写しを監督職員

　に提出する。

　調査範囲　　※ 図示による

　調査事項

　　　　※石綿使用部位の確認

　　　　※石綿層の厚さの確認

　　　　※施工範囲と工事管理区分の確認

　　　　※更衣施設等の仮設計画

　　　　※廃棄物等の搬出方法

アスベスト含有分析

 材　 料 　名 定性分析方法 定量分析方法

○（箇所数　　　　　） ○（箇所数　　　　　）

○（箇所数　　　　　） ○（箇所数　　　　　）

○（箇所数　　　　　） ○（箇所数　　　　　）

○（箇所数　　　　　） ○（箇所数　　　　　）

サンプル数　１箇所あたり３サンプル

※JIS A 1481に基づくこと。

4 アスベスト粉じん アスベスト粉じん濃度測定

　濃度測定 　● 行う

測定時期 測定場所 　測定点(各施工箇所ごと) 備　考(9.1.1)
除去作業前 除去作業室内

調査対象室外部付近

除去作業中 除去作業室内

負圧粉じん装置の 吹出し風速1m/秒以下の位置

排出吹き出し口

　　　　　　　　 　　  湿式集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法）　　

　〇 行う（分析結果を監督職員に提出する）

　● 行わない

　各　 ● 1点 ○ 2点 ○ 3点

除去作業後 除去作業室内

調査対象室外部付近

　　※周囲の状況等により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。

　○ 行わない

測定機関　　※（公社）日本作業環境測定協会による「石綿含有の有無の判定

　　　　　　　 及び石綿の含有率の測定が可能な石綿含有率分析可能機関」

             　とする。

         　 ○

報告書提出部数　　※ 3部　　○ 　 部

作業箇所

除去を行うアスベスト含有吹付け材の仕様

種　　　　　類 種　　　　　類

○石綿含有吹付けロックウール　　 

○石綿含有吹付けひる石　　　　　 ○                               

○石綿含有吹付けパーライト　　　 ○                               

○                               ○                               

除去したアスベスト含有吹付材等の飛散防止

  ※ 密封処理（二重袋梱包）

　　 隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機、

     除じん機フィルタ等についても密封処理とする。

  ※ 湿潤化

  ○ セメント固化

  ○ 溶融固化

除去物等の保管

　※ 他の建設副産物等と分別して保管する。

  ※ 飛散防止措置を講ずる。

  ※ アスベスト等の保管場所であることの表示を行う。

除去物等の処分

　廃棄物及び清掃に関する法律（昭和45年法律137号）の規定を遵守して行う。

　○ 特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場における埋立処分

　○ 都道府県知事等から設置許可を受けた溶融施設における溶融または環境

　   大臣の認定を受けた無害化処理施設における無害化処理

  ※ 指定処分地（（株）京都環境保全公社　瑞穂環境保全センター　京都府

　   船井郡京丹波町猪鼻冠石2-1　TEL 0774-88-0431）

　   なお処分に関しては公社の受け入れ基準等を確認する。

〇吹付け石綿　　　　　　　　　　 

○ 1点 ○ 2点 ○ 3点 ● 4点

除去作業室外

作業箇所

建物外周部

　○ 改修標仕9.1.3(b)(1)による

● 1点 ○ 2点 ○ 3点 ○ 4点

建物外周部

○ 1点 ● 2点 ○ 3点 ○　点

○ 1点 ● 2点 ○ 3点 ○　点

建物外周部

作業箇所○ 1点 ● 2点 ○　点　　　 

○ 1点 ○ 2点 ○ 3点 ○ 4点

○ 1点 ○ 2点 ● 4点　　　 

○ 1点 ● 2点 ○ 4点       

作業箇所

既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与　　　●あり　○なし

添付して監督職員に提出する。ただし、アスベスト含有成形板等の除去工事を

除く。

○                               

○                               

  成形板等の除去   ※ 図示による　（ボード類、下地調整材に含有）

　○

　○

　○

除去を行うアスベスト含有成形板の仕様

厚 厚
種　　　　　類 種　　　　　類

(mm) (mm)

○石綿含有押出成形セメント板

　○ 改修標仕9.1.3(b)(1)による

下地調整材除去

　○ アスベスト含有保温材等除去工事

　　○ 除去工法　　　（集じん装置付き超高圧水洗工法

　○ アスベスト含有吹付け材除去工事(外壁仕上げ塗材及び下地調整材)

  ○ 集じん装置付き超高圧水洗工法

○石綿保温材                     

○煙突用断熱材                    

○化粧石綿ｾﾒﾝﾄけい酸ｶﾙｼｳﾑ板

●石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

※厚みは図示による

A-002

3

●解体工事範囲全て

●吹付タイル下地調整材

除去物等の保管

　※ 他の建設副産物等と分別して保管する。

  ※ 飛散防止措置を講ずる。

  ※ アスベスト等の保管場所であることの表示を行う。

除去物等の処分

　廃棄物及び清掃に関する法律（昭和45年法律137号）の規定を遵守して行う。

  アスベスト含有石膏ボード（管理型最終処分場における埋立処分）を除くア

　スベスト含有成形板

　○ 石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場における埋立処分

  ○ 都道府県知事等から設置許可を受けた溶融施設における溶融または環境

　   大臣の認定を受けた無害化処理施設における無害化処理

  ※ 指定処分地（（財）宇治廃棄物処理公社　京都府宇治市池の尾仙郷山6-2

　   TEL 0774-21-2807）

　   なお処分に関しては公社の受け入れ基準等を確認する。

●アスファルトフェルト

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計

●石綿含有石膏ボード

●石綿含有岩綿吸音天井板    

●石綿含有スレート          

●石綿含有けい酸カルシウム板

●パーライトモルタル

●アスファルトシングル

●石綿含有ビニル床タイル

●長尺塩ビシート

●塩ビ幅木

●フレキシブルボード

●ビニルクロス

●木毛セメント板(EP吹付)

●床目地材(ゴム)

　● 湿式集じん装置付きﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法





地域･地区

建ぺい率

容積率

敷地面積

建築面積

工事概要

設計概要

工事名称

工事場所

延べ床面積
(容積対象)

屋外工事

200％

用途地域:第一種住居地域　防火地域:準防火地域　都市計画区域内

60％→40％(風致地区条例)

2,434.70m2

843.27m2(既設)　-　580.71m2(解体)

1,204.58m2(既設)　-　705.93m2(解体)

=498.65m2　(20.49％　＜　200％)

新館棟

遊戯棟

配置図・工事概要
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受水槽

物置

=262.56m2　(10.79％　＜　40％) M

U
2
40

U
2
4
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U1
80

渡り廊下①

延べ面積:約402.66m2

延べ面積:約265.20m2

鉄骨造　1階建

軽量鉄骨造(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)　2階建

鉄骨造　1階建

延べ面積:約16.02m2

鉄骨造　1階建

延べ面積:約22.05m2

地名地番:京都府宇治市宇治善法110番地の1(善法青少年センター地内)

遊戯棟

新館棟

渡り廊下②

渡り廊下
①

本館棟

V
P
1
50

VP150

U1
50

HP
4
0
0

HP
4
00

VP200

外構工事(構内舗装撤去・新設)、排水撤去工事、樹木撤去工事

仮設工事

一般事項

・工事着手前に施設担当者へ全体工程における騒音振動作業時期を提示のこと。

その他工事

・工事着手前に現場実測及び調査を行い、取合などの関係で設計図書によることが

　困難又は不都合な場合は監督職員と協議のこと。

・本工事に必要な官公署その他の手続きは速やかに行うこと。

・工事に伴うガラ等の撤去材は速やかに場外処分すること。

・安全対策については現場の状況に応じ適切な方法を講じること。

・近隣に対する、騒音、粉塵の飛散には十分注意すること。

仮囲い一式

・工事用仮囲い等は仮設計画図の通りとするが、設置にあたっては現場再確認の上、

　仮設工事着手前に施設担当者と打合せを行い、施設担当者、市監督職員の承諾の

　もと、仮設工事を行うこと。

　また、仮設図等に明記された以外においても安全管理上必要と認められた場合は、

　速やかに適切な対応を取ること。

とりこわし工事

設備工事

渡り廊下②

設備改修工事、とりこわし工事に係る設備解体工事一式

花壇・門扉等囲障撤去、本館棟玄関廻りの撤去改修工事

A2→1/200

配置図　　　1/200

・工事施工に必要な書類、図面の作成及び　関係官庁への手続き申請は請負業者の

　責任により遅延なく行うこと。

・本仮設計画、要綱等は参考として、実工事状況、施工性、安全性、諸基準に配慮

　の上、施工を行うものとし、それらの対処については全て本工事に含むものとす

　る。

・設備工事との取合については設備監督職員と協議のこと。

・各関係法規（規則等）を厳守すること。

Gr

・敷地北部に設けられている地下水位観測孔は破損しないよう留意すること。

・本工事により破損を生じた箇所は速やかに監督職員に報告し、

　在来に倣い補修のこと。

A-004

善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事

地下水位観測孔:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管[存置]

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計



下地等略表示記号

塗装等略表示記号

階 室名 床高
(FL)

廻縁天井高 備考
天井(梁型)壁(柱型)

仕上

床

仕上下地仕上下地仕上下地

内部仕上表

凡例

部位 仕上 部位 仕上 部位 仕上

外部仕上表

屋根 屋根

特記事項

1

器具庫

男子便所

女子便所

歩廊

遊戯室

+485

±0

-115

+3,340

±0

S

Mo

Mo

Mo

Co

木製下地36×45＠450
+ﾌﾞﾅ合板ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t15+OS塗

防塵処理

磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

竪木15×45+OS塗

(間仕切)
竪木18×75+OS塗

(ﾊﾟﾈﾙ側)
竪木30×60+OS塗

-

S

S

W

W

(間仕切)
ｼﾅ合板 t6(Ⅱ類)+OP塗

(ﾊﾟﾈﾙ側)
耐水合板 t5.5(Ⅱ類)+OP塗

難燃合板 t4.0+OP塗

ｼﾅ合板(Ⅰ類)ｔ6+OP塗

(腰)Mo+VP塗

ｼﾅ合板(Ⅰ類)ｔ6+OP塗

LGS

-

LGS

LGS

-

(歩廊床裏)
ｼﾅ合板 t6+OP塗

(歩廊床裏)
3,030

直天

(歩廊床裏)
W+OP塗

-

・外壁面で延焼のおそれのある部分は、外壁鋼板の内部に岩綿系保温材 t25充填

鉄骨現し+SOP塗

A2→　－　

2,400

2,400

幅木

(腰)Mo+VP塗(腰)CB

(腰)CB

W

W

W

手摺

外部鉄骨

養生管

塩ﾋﾞ製 角樋W150

竪樋

軒樋樋

SOP塗

鋼管125A+OP塗 H1800

OP塗

ｱﾙﾐ製

鋼製戸

窓

建具

砂利敷き t60犬走り

Mo塗、段鼻：磁器質ﾀｲﾙ階段 床

柱

枠

上部

下部

ﾎﾟｰﾁ

天井

ｽﾛｰﾌﾟ床

Mo塗 目地切仕上

Mo塗 櫛目仕上

床

外壁

幅木 Mo刷毛引き

ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.2軒裏

軒先・ｹﾗﾊﾞ ｶﾗｰ鋼板 t0.4

2,300 吊下げ金物、器具棚

MoH+VP塗(H=100)

MoH+VP塗(H=100)
配管ﾊﾞｯｸ、補助手摺
和便器、手洗器

配管ﾊﾞｯｸ、補助手摺
和便器、小便器、手洗器

巴ﾊﾟﾈﾙ ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.6及びt2.0

巴ﾊﾟﾈﾙ ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.2

巴ﾊﾟﾈﾙ ｷｰｽﾄﾝ鋼板 t0.6

(上部)耐水合板 t4.0+OP塗

(下部)胴縁24×36@450+耐水合板 t5.5
　　　+竪木ﾘﾌﾞ打15×60(目透し)+CL塗

(柱型)鉄骨現し+OP塗

(上部妻面)有孔ｼﾅ合板 t5.5+EP塗S
(1通上部のみ:
 断熱材 t40吹付)

VU100φ+VP塗

S

Co

CB

Mo

LGS

W

As

ST

SUS

AL

既

RC

SOP

CL

NAD

EP-G

EP

UC

DP

EP-T

WP

OS

OSV

VE

鉄骨

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ﾓﾙﾀﾙ塗

木

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｽﾁｰﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

既設

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

軽量鉄骨

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗

ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗

耐候性塗料塗

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗

木材保護塗料塗

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗

ｵｲﾙｽﾃｲﾝﾜﾆｽ塗

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系塗料塗

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.0【ｱ成】

鋼製床組+耐水合板 t15
+ﾅﾗ合板ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ特殊張 t15+PP塗

床材略表示記号

天井見切縁

仕上･工法等略表示記号

幅木略表示記号

その他部材略表示記号

VT

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

VS

TC

NY

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

合成樹脂塗床(耐熱水性硬質ｳﾚﾀﾝ樹脂系)

AL透

AL

W

V透

V

VH

WH

MoH

GB-R

GB-S

GB-F

GB-NC

GB-D[W]

GB-D

GB-NC[T]

F

GB-P

GB-PS

DR

GB-R-H

化粧KK

GB-R[耐火1]

FK

FG

ｱﾙﾐ製(目透し)廻縁

ｱﾙﾐ製廻縁

木製廻縁

塩化ﾋﾞﾆﾙ製(目透し)廻縁

塩化ﾋﾞﾆﾙ製廻縁

木製幅木

ﾓﾙﾀﾙ幅木

ﾋﾞﾆﾙ幅木

ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[模様なし]

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[木調]

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ]

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ

吸音用あなあきせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

有孔ｽﾗｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(裏面ｶﾞﾗｽ不燃布張)

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

普通硬質せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

[耐火1時間認定番号:FP060NP-0199]

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

繊維混入せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

GB-F t12.5+GB-R-H t9.5

不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ]

VP

GP

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

ｶﾞｽ管(鋼管)

GW24

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 10kg

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg

GW10

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材(みなし)を示す

【ｱ成】

【ｱ含】

[ｱ含]

ｱｽﾍﾞｽﾄ成形材(みなし)を示す

FP ﾌﾀﾙ酸系ｴﾅﾒﾙﾍﾟｲﾝﾄ

PP ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系樹脂塗料

遊戯棟　仕上表

※特記なき限り全て解体処分とする。

LGS+石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6【ｱ含】+VP塗

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6【ｱ含】+VP塗

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6【ｱ含】+VP塗

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t20【ｱ成】+ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ20kg品敷込【ｱ成】+長尺片面ｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t0.4+塗膜防水

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t20+EP吹付【ｱ成】

A-005

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計



Ｎ

2 3 4 5 61

A

B

C

D

E

遊戯室

器具庫

男子便所

女子便所

X X

Y

Y

遊戯棟　1階平面図

※特記なき限り全て解体処分とする。

吊下げ金物

下足棚

棚2段

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

+600

+485

+485

+520

+600

ﾎﾟｰﾁ

+500

器

器

FL

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填

A2→図示

[撤去]

凡　例

縁 縁石を示す(断面詳細図参照)

U240

U240U240

U
2
4
0

縁

縁縁 縁

既製U字側溝を示す
((ｸﾞ):ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋付き)

[存置]U***

[撤去]

GLからの床ﾚﾍﾞﾙを示す+500

器

砂利敷き t60範囲を示す

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ用支柱ｿｹｯﾄを示す

1階平面図　　　1:100

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ用支柱ｿｹｯﾄ詳細図　1:10

A-006

床下改ﾒ口450角

床下改ﾒ口450角

ｿｹｯﾄ
(引抜鋼管)

ﾌﾛｱ-ﾌﾟﾚｰﾄ
(特殊ｱﾙﾐ合金)

ﾌﾀ(特殊ｱﾙﾐ合金)

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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2 3 4 5 61

A

B

C

D

E

Ｎ

吹抜

窓開閉用歩廊

窓開閉用歩廊

X X

Y

Y

ﾀﾗｯﾌﾟ

ﾀﾗｯﾌﾟ

A2→1:100

※特記なき限り全て解体処分とする。

1階上部平面図　　　1:100

遊戯棟　1階上部平面図
A-007

ﾌｰﾄﾞ

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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2 3 4 5 61

A

B

C

D

E

Ｎ

A2→1:100遊戯棟　屋根伏図

※特記なき限り全て解体処分とする。

屋根伏図　　　1:100

A-008

ﾌｰﾄﾞ

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計

2,775 5,400 5,400 5,400 5,475

24,450

2,775 5,400 5,400 5,400 5,475
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GL
遊戯室FL

歩廊FL

10
2.5

GL
遊戯室FL

歩廊FL

1 2 3 4 5 6 A B C D E

外部仕上

記号

B

C

仕上部位

A 屋根

E

F

G

H

D

I

J

K

L

外壁(枠)

外壁(上部)

外壁(下部)

SOP塗

Mo塗ｽﾛｰﾌﾟ

幅木 Mo刷毛引き

鉄骨柱型

1 2 3 4 5 6 A B C D E

GL
遊戯室FL

歩廊FL

123456 ABCDE

GL
遊戯室FL

歩廊FL

ｶﾗｰ鋼板 t0.4軒先・ｹﾗﾊﾞ

軒樋 塩ﾋﾞ製 角樋W150

竪樋 VU100φ+VP塗

養生管 鋼管125A+OP塗 H1800

階段 Mo塗

長尺片面ｶﾗｰ鋼板瓦棒葺 t0.4+塗膜防水

巴ﾊﾟﾈﾙ ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.6及びt2.0

巴ﾊﾟﾈﾙ ｷｰｽﾄﾝ鋼板 t0.6

巴ﾊﾟﾈﾙ ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.2

北立面図　　　1:200

南立面図　　　1:200

西立面図　　　1:200

東立面図　　　1:200

A2→1:200遊戯棟　立面図・断面図

※特記なき限り全て解体処分とする。

X-X断面図　　　1:200 Y-Y断面図　　　1:200

D

E F
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C
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CB

L

C
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J

K

L G

B

LE

L LE

C

C

C

B

D L

EL

F F

F

C

E

E

器具庫

遊戯室遊戯室

A-009

ﾌｰﾄﾞ

ﾌｰﾄﾞ

床下換気口

床下換気口 床下換気口

床下換気口

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
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A

B
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D

E

仕上

吹抜 遊戯室

記号

B

A

D

鉄骨現し+SOP塗

天井仕上

ｼﾙﾊﾞｰｱﾛｲ鋼板 t1.2F

F

C

F

E

器具庫
男子便所

女子便所

E

E
D

ﾎﾟｰﾁ

E

C

C

E

E

E

E

E
B

A

B

A

1階天井伏図　　　1:200 2階天井伏図　　　1:200

A2→1:200遊戯棟　天井伏図

※特記なき限り全て解体処分とする。

ｼﾅ合板 t6+OP塗

GB-D t9.0【ｱ成】

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t20+EP吹付【ｱ成】

A-013

軒樋：塩ﾋﾞ製 角樋W150

吊下げ金物

軒樋：塩ﾋﾞ製 角樋W150

軒樋：塩ﾋﾞ製 角樋W150

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t6【ｱ含】+VP塗

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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廊下

男子便所

女子便所

倉庫

学習室兼視聴覚室

学習室兼集会室

廊下

階段

1

2,410

直天

2,410

2,410

2,400.5

2,400.5

2,450

2,450

-階段鉄骨現し+SOP塗

LGS

LGS

LGS

LGS

-

LGS(GW24 t50)

LGS(GW24 t50)

LGS(GW24 t50)

LGS(GW24 t50)

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

-

-磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

Mo

S

Mo

S

S

S

S

S

S

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

・外壁内には、GW10 t50充填

・学習室兼視聴覚室の正面及び背面壁内には、GW24 t50充填

下地等略表示記号

S

Co

CB

Mo

LGS

W

As

ST

SUS

AL

既

RC

SOP

CL

NAD

EP-G

EP

UC

DP

EP-T

WP

OS

OSV

VE

FP

塗装等略表示記号

床材略表示記号

鉄骨

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ﾓﾙﾀﾙ塗

木

ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｽﾁｰﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

既設

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

軽量鉄骨

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗

ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗

耐候性塗料塗

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗

木材保護塗料塗

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗

ｵｲﾙｽﾃｲﾝﾜﾆｽ塗

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系塗料塗

ﾌﾀﾙ酸系ｴﾅﾒﾙﾍﾟｲﾝﾄ

階 室名 床高
(FL)

廻縁天井高 備考
天井(梁型)壁(柱型)

仕上

幅木床

仕上下地仕上下地仕上下地

内部仕上表

凡例

部位 仕上 部位 仕上 部位 仕上

外部仕上表

特記事項

VT

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

VS

TC

NY

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

合成樹脂塗床(耐熱水性硬質ｳﾚﾀﾝ樹脂系)

天井見切縁

AL透

AL

W

V透

V

VH

WH

MoH

仕上･工法等略表示記号

GB-R

GB-S

GB-F

GB-NC

GB-D[W]

GB-D

GB-NC[T]

F

GB-P

GB-PS

DR

GB-R-H

化粧KK

GB-R[耐火1]

FK

FG

ｱﾙﾐ製(目透し)廻縁

ｱﾙﾐ製廻縁

木製廻縁

塩化ﾋﾞﾆﾙ製(目透し)廻縁

塩化ﾋﾞﾆﾙ製廻縁

木製幅木

ﾓﾙﾀﾙ幅木

ﾋﾞﾆﾙ幅木

ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[模様なし]

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[木調]

化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ]

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ

吸音用あなあきせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

有孔ｽﾗｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(裏面ｶﾞﾗｽ不燃布張)

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

普通硬質せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

[耐火1時間認定番号:FP060NP-0199]

無石綿けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

繊維混入せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

GB-F t12.5+GB-R-H t9.5

不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ[ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ]

幅木略表示記号

その他部材略表示記号

VP

GP

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

ｶﾞｽ管(鋼管)

GW24

GW10

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 10kg

A2→　－　

V

V

V

V

V

V

V

V

料理室兼工作室

(特記なき限りH=60)

2

屋根

軒先

平場

ｶﾗｰ鋼板 t0.8 H=750

建具 戸 ｱﾙﾐ製

ｱﾙﾐ製窓

樋 軒樋 塩ﾋﾞ製 130角前高

竪樋 VP75φ

軒先 ｶﾗｰ鋼板 t0.5 H=350

軒裏

屋根 折板：ｶﾗｰ鋼板 t0.5 山高88

外壁

幅木 Co打放し

柱・梁 軽量鉄骨+ﾒｰｶｰ標準塗装

ﾎﾟｰﾁ

床

床・側面

手摺 ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ

手摺 ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ

-40

-40

配管ﾊﾞｯｸ、補助手摺、化粧鏡
和便器、小便器、手洗器

配管ﾊﾞｯｸ、補助手摺、化粧鏡
和便器、手洗器、SK

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ、ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ、ｶｰﾃﾝ
ｽﾃﾝﾚｽ製流し台

下足ﾛｯｶｰ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ、ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ
掲示板、手摺(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ)、点検口

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
掲示板、手摺(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ)、点検口

Moｺﾃ押え、靴拭きﾏｯﾄ(ｽﾃﾝﾚｽ製)1,760×600

ｹｲｶﾙ板 t6+EP塗

ｹｲｶﾙ板 t6+EP塗

ｹｲｶﾙ板 t6+EP塗

ｹｲｶﾙ板 t6+EP塗

(腰)ｹｲｶﾙ板 t6+半磁器質100角ﾀｲﾙ

(腰H1,275)ｹｲｶﾙ板 t6+半磁器質100角ﾀｲﾙ

ｹｲｶﾙ板 t6+EP塗

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5
+複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12

手摺(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ)

手摺(木製38φ)、ｱﾙﾐﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t12+ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ系仕上材吹付

ｽﾛｰﾌﾟ・階段 Moｺﾃ押え、段鼻ﾀｲﾙ

※特記なき限り全て解体処分とする。

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

塩ﾋﾞ幅木【ｱ成】

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5
+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2【ｱ成】

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5
+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2【ｱ成】

耐水ﾍﾞﾆﾔ t15
+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2【ｱ成】

ｼﾅ合板 t4+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t9【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t9【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t9【ｱ成】

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5【ｱ成】

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5【ｱ成】

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5【ｱ成】

2,400

PB t9.5【ｱ成】+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+EP塗

PB t9.5【ｱ成】+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+特殊ﾛｯｸｳｰﾙ板 t14+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

PB t9.5【ｱ成】+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ【ｱ成】

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t8【ｱ成】
+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5+複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t8【ｱ成】
+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5+複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t12

耐水ﾍﾞﾆﾔ t12+ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t8【ｱ成】
+捨てﾍﾞﾆﾔ t5.5+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2【ｱ成】

折板：ｶﾗｰ鋼板 t0.5 山高88、裏面ｶﾞﾗｽ繊維入り断熱材張 t5

新館棟　仕上表
A-023

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計



新館棟　平面図 A2→1:100

※特記なき限り全て解体処分とする。

Ｎ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X0

Y0

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7X0

Y0

Y1

廊下

女子便所

倉庫

注）Ｘ０及びＸ３通りの壁には、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50　24kg充填。(2階のみ)

　　その他の外壁側の壁内には、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50　10kg充填。(1、2階共通)

DNUP

廊下

渡り廊下

男子便所

b b'

a

a'

b b'

a

a'

1階平面図　　　1:100 2階平面図　　　1:100

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

学習室兼視聴覚室

学習室兼集会室

料理室兼工作室

手手手

手 手

凡　例

点字ﾀｲﾙ(誘導) 150×150

手 手すりを示す
φ38(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ)

点字ﾀｲﾙ(警告) 150×150

点字ﾀｲﾙ(警告) 300×300

A-024

靴拭きﾏｯﾄ(ｽﾃﾝﾚｽ製)
1,750×600程度

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ38φ H850

ｽﾃﾝﾚｽ流し
(W4000×D510×H600)

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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撤去

撤去

▽GL

▽GL

▽GL

花壇
笠木
▽

・ﾌｪﾝｽはｱﾙﾐ製とする。

・門扉はｱﾙﾐ製とする。

ﾌｪﾝｽ範囲
ﾌｪﾝｽ範囲

平面図 平面図側面図 側面図正面図

・鉄部は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げとする。 ・鉄部は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げとする。

撤去外構詳細図(1) A2→図示

正面図

花壇①　　　1/30､1/200ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　　1/10 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　　　1/10 縁石　　　1/10

平面図　1/200 断面図　1/30

花壇②　　　1/30､1/200 門扉　　　1/30

平面図　1/200

ﾌｪﾝｽ姿図　1/30 断面図　1/30

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝﾎﾞﾝﾍﾞ置場　　1/50 給湯器保護柵　　1/50

撤去(TG-1Aの場合)

撤去(TG-1Bの場合)

TG-1A､B TG-2 TG-3 TG-4

TG-6TG-5

TG-7A TG-7B

A-036

空練Mo t20

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

縁石

Mo t10

横ﾌﾚｰﾑ:
□-60×30

縦ﾌﾚｰﾑ:
□-60×35

支柱:
□-100×100

格子:
□-15×15@50

砕石 t150
砕石 t120

砕石 t100

捨てｺﾝ t50

支柱 35角

縦格子:14×20@100

胴縁 40×20

胴縁 40×20

土

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ

笠木:ｽﾌﾟﾘｯﾄﾝﾌﾞﾛｯｸ

笠木:ｽﾌﾟﾘｯﾄﾝﾌﾞﾛｯｸ

掲示板[G-1]
1500×900

土

下枠:L-50×50×6

上枠:L-50×50×6

枠柱:L-50×50×6

壁:ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ

補強板:FB-6×100

壁:ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ

補強板:FB-6×100

枠柱:L-50×50×6

扉枠:L-50×50×6
(四周共)

屋根:小波ｽﾚｰﾄ板【ｱ成】
母屋:C-70×40×25×1.6

屋根:小波ｽﾚｰﾄ板【ｱ成】
母屋:C-70×40×25×1.6

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ t100

砕石 t100

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ t100

砕石 t100

壁:ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ

補強板:FB-6×60 補強板:FB-6×60

壁:ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ

砕石 t30

砕石 t30

上枠:L-40×40×5

枠柱:L-40×40×5

上枠:L-40×40×5

枠柱:L-40×40×5

下枠:L-40×40×5
扉枠:L-40×40×5
(四周共)

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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撤去外構詳細図(2)

B

B

平面図

TG-2

姿図

B-B断面図

GL
▽

ﾀﾃﾖｺ筋共:D13@200

長短辺筋共:D13@200

A2→図示

既製U字側溝(W150)+SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(W150)

A

A

GL
▽

正門、ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉　　　1/30 1/30

B-B断面図　1/20

TG-8

A-037

ﾎﾟｽﾄ 埋込型
(ｽﾃﾝﾚｽ製)

ﾎﾟｽﾄ 埋込型
(ｽﾃﾝﾚｽ製)

花壇

格子:15角@50

横ﾌﾚｰﾑ:
□-70×35

縦ﾌﾚｰﾑ:
□-70×35

ｱﾙﾐ製格子:900×1200

施設銘板:真鍮ﾌﾞﾛﾝｽﾞ製 t20×1410×350
切文字:真鍮板 t3

施設銘板:真鍮ﾌﾞﾛﾝｽﾞ製
t20×1410×350
切文字:真鍮板 t3

ﾘﾌﾞ目地@100

門扉:ｽﾁｰﾙ製ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉

門扉ﾚｰﾙ:L-40×40×3ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 t70
砕石 t100

門扉:ｽﾁｰﾙ製ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉

ﾘﾌﾞ目地@100

SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋(W150)

砕石 t100

壁:Co打放(ﾘﾌﾞ付)+吹付ﾀｲﾙ【ｱ含】
壁:Co打放(ﾘﾌﾞ付)+吹付ﾀｲﾙ【ｱ含】

CB積(CB100) H=125
吹付ﾀｲﾙ【ｱ含】

壁:Co打放(ﾘﾌﾞ付)+吹付ﾀｲﾙ【ｱ含】

既製U字側溝(W150):
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

Mo t30

砕石 t100

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号
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図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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A2→図示

U字側溝　　1/20

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋付き蓋なし

雨水会所　　1/20 雨水会所(ﾏﾝﾎｰﾙ蓋)　　1/20

上面図 断面図

ﾀﾃ筋:　-D13@200

ﾖｺ筋:□-D13@200

TG-15 TG-16 TG-17

撤去外構詳細図(7)

GL GL

A-042

既製U字側溝(W240):
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

ﾏﾝﾎｰﾙ蓋:600φ鋳鉄製

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ t50

ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋 t50

砕石 t100

Mo t30

砕石 t100

砕石 t100

捨てｺﾝ t30

Mo t30

砕石 t100

既製U字側溝(W240):
ｺﾝｸﾘｰﾄ製

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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改修後外構平面図

受水槽

凡　例

G-*

縁 縁石を示す

G-2

G-3

改修後外構平面図　　　1:200

改修詳細図番号を示す

特記事項

N

掲示板姿図　1:50G-1

物置

V
P
1
50

VP150

HP
4
0
0

HP
4
00

本館棟

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(車道用)範囲を示す

A2→1:200
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整地範囲を示す 参考数量:950m2

砕石敷き範囲(既設)
を示す

砕石敷き(t150､RC-40)
範囲を示す

縁

参考数量: 95m2

参考数量:117m2

U2
4
0
[
既
設
]
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既
設
]

VP150[既設]

V
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既
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A-043

柱:50角

ｶﾞﾗｽ板有

ﾌﾚｰﾑ:25×75

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　　　1:10

新設

G-2 縁石　　　1:10G-3

改修後外構詳細図

新設

A2→図示
A-044

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3

砕石(RC40) t150

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 t50:
再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

縁石

Mo t10

砕石 t100

捨てｺﾝ t50

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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ステップ１

善法保育園

善法青少年センター
本館棟

新館棟

物置

物
置

物置

駐輪場

駐
輪
場

物置

物置

タ
ン
ク

ポンプ室

プール

ぶどう棚砂場

ウッド
デッキ

物置 物置

物置物置

駐車場

工事内容

★

P

遊戯棟

＜仮設＞

　・工事範囲ガードフェンス設置

＜その他＞

　・青少年センター本館棟南側の花壇解体

　・青少年センター本館棟南側にアスファルト舗装新設

A2→1/200仮設計画図(1)

▲
通用口
(工事用進入口)

★ 警備員（常駐）

土留め(親杭横矢板)

*
設置済み仮設

親

歩行者動線

パネルゲート(W5400×H4500)

カラーコーン+コーンバー

工事範囲（建物解体）

工事範囲（その他）

鋼板塀　H=3000
A

B
ガードフェンス　H=1800

キャスターゲート
(W3000×H1800)

枠組み足場(W900､防音ﾊﾟﾈﾙ付き)

仮設計画図(1)　　　1/200

凡例

A-045

B

B

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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N ステップ２

善法保育園

善法青少年センター
本館棟

新館棟

物置

タ
ン
ク

ポンプ室

プール

ぶどう棚砂場

ウッド
デッキ

物置

駐車場

工事内容

★

遊戯棟

A2→1/200

仮設計画図(2)　　　1/200

＜仮設＞

　・工事範囲鋼板塀設置

　・青少年センターポーチにカラーコーン設置

＜建物解体＞

　・青少年センター駐輪場解体

＜その他＞

　・青少年センター本館西側の階段、花壇解体

　・青少年センター門扉解体

　・青少年センター玄関廻りの改修

　・仮囲い設置に支障となる樹木の解体

▲
通用口
(工事用進入口)

仮設計画図(2)

歩行者動線

★ 警備員（常駐）

単管抱き足場(防音ｼｰﾄ付き)

*
設置済み仮設

親

パネルゲート(W5400×H4500)

カラーコーン+コーンバー

工事範囲（建物解体）

工事範囲（その他）

鋼板塀　H=3000
A

凡例

キャスターゲート
(W3000×H1800)

土留め(親杭横矢板)

枠組み足場(W900､防音ﾊﾟﾈﾙ付き)

敷鉄板 t22

B
ガードフェンス　H=1800

仮間A仮設間仕切り(A種)
LGS+GB-R t12.5(両面)

仮
間
A

A-046

A

A

A

A

A

A

A

A

A

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計
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N ステップ３

善法保育園

善法青少年センター
本館棟

新館棟

ポンプ室

プール

ぶどう棚砂場

ウッド
デッキ

物置

物
置

物置

物置 物置

物置物置物置

物置

タ
ン
ク

駐車場

工事内容

★

遊戯棟

M

＜仮設＞

　・青少年センター本館棟西側鋼板塀設置

　・青少年センター解体建物足場設置

＜建物解体＞

　・青少年センター遊戯棟、新館棟解体

＜その他＞

　・足場設置に支障となる樹木の解体

　・開発許可第一工区内の舗装、排水設備等解体

　　(青少年センター本館棟、保育所運営維持のためのインフラを除く)

A2→1/200

▲
通用口
(工事用進入口)

仮設計画図(3)　　　1/200

本館棟1FL

土留め断面図　　1/50

親杭横矢板工法
(自立式･低振動､低騒音工法)
親杭:H-200×200×8×12
横矢板:t40

仮設計画図(3)

歩行者動線

★ 警備員（常駐）

単管抱き足場(防音ｼｰﾄ付き)

*
設置済み仮設

親

パネルゲート(W5400×H4500)

カラーコーン+コーンバー

工事範囲（建物解体）

工事範囲（その他）

鋼板塀　H=3000
A

凡例

キャスターゲート
(W3000×H1800)

土留め(親杭横矢板)

枠組み足場(W900､防音ﾊﾟﾈﾙ付き)

敷鉄板 t22

B
ガードフェンス　H=1800

仮間A仮設間仕切り(A種)
LGS+GB-R t12.5(両面)

仮
間
A

A-047
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Gr
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A

A

親

令和　　年　　月　　日 善法青少年センター遊戯棟ほか解体工事
令和　7年　10月

図面番号

訂 正

・ ・・

工事名称

図面名称 縮尺

設計年月

ＯＧＡＳＡＨＡＲＡ　Ａrchitects ＆ Ｅngineers

株式会社 小笠原設計

1
,
8
8
0

1
,
0
0
0

375

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

B（買取）

As

　・最終、入口部にﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞを設置して工事を終えること


